
地域包括支援センター在り方検討事業（令和７年度〜）

地域包括支援センターが設置された平成１８年度以来、区では直営の地域包括支援センターを高齢者福祉課に設置し、区内２０箇所の在宅介護支援セ
ンターをそのサブセンターとする形で運営してきた。
昨今の介護人材不足や家族介護者支援の充実等、地域包括支援センターに求められる役割・業務が増大していることから、地域包括支援センターを基
軸とした、区の「在宅介護支援システム」の在り方を検討し、「持続可能」かつ「求められる役割を果たす」仕組みを目指していく。

目的

■関係各課職員との検討会の開催
【進捗状況】
５月、７月に係長級での検討会を
実施。 現行体制の課題と強みの
洗い出しを行った。今後管理職を
対象とした検討会を開催予定。

■外部コンサルタント会社への委託
（国・他自治体の動向調査、課題の
整理等）
【進捗状況】
７月下旬、審査会・選定会議実施。

■関係機関へのヒアリング・他自治
体視察の実施。
【進捗状況】
コンサル会社決定後に実施予定。

事業内容 スケジュール

＜令和７年度＞

＜長期計画（予定）＞

７年度 ８年度 ９年度 １０年度 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度

新体制モデル実施

新体制本格実施

第９期介護保険事業計画 第１０期介護保険事業計画 第１１期介護保険事業計画

検討・準備期間

令和７年度
地域包括支援センター運営費
■委託料：３００万円
（コンサルへの委託に充当予定）

■一般需用費：３０万円

予算額

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

コンサル業者選定プロポーザルの実施 コンサル会社への業務委託（国・他自治体の動向調査、視察同行、新体制の提言等）

庁内検討会 （月1程度開催）

他自治体視察・関係機関ヒアリング

新体制の方針決定

運営協議会 運営協議会 運営協議会

資料3 令和7年7月30日
品川区介護保険制度推進委員会
（第38回地域包括支援センター運営協議会）


